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日頃より(財)食品産業センター 環境委員会の活動にご理解とご協力賜り誠にありがと

うございます。 
 

中央環境審議会・リサイクル部会 プラスチック製容器包装に係る再商品化手法専門委

員会、及び産業構造審議会環境部会廃棄物・リサイクル小委員会 容器包装リサイクル

ＷＧプラスチック製容器包装に係る再商品化手法検討会 合同会議（第１３回）が１月

２９日（金）に開催されましたのでお知らせいたします。 

 

＜議題＞ 

（１）平成２２年度に導入する措置の実施状況報告 

（２）議論を進めるにあたっての考え方と今後のスケジュール 

（３）今後の検討を進めていく上での容器包装リサイクル制度の目的・趣旨の整理 

（４）プラスチック製容器包装に関するＬＣＡについて 

 

＜トピックス＞ 

再商品化手法に係る中長期的課題について、本合同会議での議論のための基礎的な

整理を行うための作業チームが設置されました。 

 

＜食品産業センターより提出した意見＞ 

議題（２）について以下の２点の意見を提出いたしました。 

（１）自治体の分別については、うまくいっていない自治体の分別実態の分析

も行い、議論の参考にしてほしい。 

（２）再商品化製品のパレットは重い・臭いがある等食品企業としては使いに

くい。また、擬木は間伐材の需要を奪っている面がある。マテリアルリ

サイクルの再商品化製品はプラスチック製品として市場が求めるもの

を供給していくべきである。 



 

＜今後のスケジュール＞ 

２～４月 作業チームによるＬＣＡやリサイクルシステムの高度化等についての

意見・評価の整理（３～４回程度） 

４月頃  合同会議（作業チームの議論の経過報告） 

４～５月 作業チームによる材料リサイクル優先の方向性、23 年度入札に反映す

べき措置の整理 

６～７月 合同会議（２回程度：作業チームの検討結果を踏まえた取りまとめ実施） 

 

 

 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝【セミナーのご案内】＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

  

「容器包装リサイクル法セミナー」開催のご案内（申込受付中） 

http://www.shokusan.or.jp/index.php?mo=topics&ac=TopicsDetail&topics_id=464 

 
山口会場（２月９日：食品ロス削減セミナーも同時に開催） 
岐阜会場（２月１６日） 
福島会場（２月２３日） 
横浜会場（３月３日） 
 
















































































